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●歯学教育支援センター  Dental Education Support Center 
1. 所属構成員等
教 授 沼部幸博（併任）, 五十嵐　勝（併任）, 松野智宣（併任）
准 教 授 安藤文人
講 師 北原和樹（4月～9月）, 石黒一美, 豊田健介（併任）（10月～）
医 療 職 員 赤間亮一
2. 研究テーマ
1) 授業の教育設計分析と改善  Analysis of Learning Design and Learning
Improvement.
2) 学内教育データの活用に関する研究  On-Campus Data Utilization:













1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（Ｃ）, (継続), 2017
〜2019年度, 歯周病再発予防のための歯肉溝滲出液(GCF)検査法の開発, 沼部幸博
(代表), 伊藤　弘(分担), 4,550,000円, 2019年度, 1,300,000円
2) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（Ｃ）, (継続), 2017
〜2019年度, 発症前診断に有効かつ世界基準を凌駕する次世代歯周病検査による有
病率８割への挑戦, 伊藤　弘(代表), 沼部幸博(分担), 4,580,000円, 2019年度,
1,300,000円
3) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤研究（C）, (継続), 2018
～2021年度, 新規バイオインフォマティクス解析を用いた細胞の光生物学的活性反
応メカニズムの解明, 石黒一美(代表), 村樫悦子(分担), 4,420,000円, 2019年度,
600,000円
4) 生命歯学部公募研究, (新規), 2019年度, タバコ暴露による口腔組織への影響にか
んする研究　－三次元培養組織のオミックス解析と禁煙啓蒙のための科学的エビデ
ンスの構築－, 柳下寿郎(代表), 鈴木麻美，中西生美，堀江哲郎，村樫悦子，石黒
一美，横山知美(分担), 1,100,000円, 2019年度, 1,100,000円
8. 研究業績
A. 著書
1. 沼部幸博 (共著) , 臨床歯周病学 , 第3版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2019,
ISBN 978-4-263-45844 -0 C3047.
2. 沼部幸博 (単著・監修) : , 1-35, 家族みんなで学ぼう　レッツスタート！歯と口
の健康ライフ, 東京法規出版, 東京, 2019, ISBN ＨＥ154140-Ｔ24.
3. 沼部幸博 (単著・監修) : , 1-19, 歯周病がからだをこわす, 東京法規出版, 東
京, 2019, ISBN ＨＥ154130-Ｔ21.
4. 沼部幸博 (単著・監修) : , 2-16, お口が弱っていませんか？オーラルフレイルに
要注意！, 東京法規出版, 東京, 2019, ISBN ＨＥ154090-Ｔ16.
5. 五十嵐　勝 (分担執筆) : 4章04　垂直性歯根完全破折歯の接着再建, 160-165, 北
村和夫［編著］, マストオブ・エンドドンティックサージェリー, 1版, デンタル
ダイヤモンド社, 東京, 2019, ISBN 978-4-88510-440-4.
B. 原著
1) *Kitajima K, Das R, Liang X, Neppelberg  E, Johannessen AC, Costea DE,
Igarashi M(7th) (7 authors): Isolation and characterization of cells
derived from human epithelial rests of Malassez, ☆◎Odontology, 2019;
107: 291-300, doi: 10.1007/s10266-018-0397-7.
2) *Igarashi M, Kitajima K, Arai K, Satoh T: Survive for split tooth by
intracanal adhesive with intentional replantation., ◯J Clin Dentistry
Oral Health, 2019; 3(2): 6-10, doi: 10.35841/oral-health.3.2.6-10.
3) 沼部幸博: 歯周治療の流れの運用をあらためて考える.東京都歯科医師会雑誌,
2020; 68: 57-65.
4) 秋山仁志, 坂元麻衣子, 赤間亮一, 安藤文人, 高橋幸裕: 歯科医療情報学実習で実
施した医中誌 Web, PubMedを利用したインターネットによる歯科医学情報収集の教
育的効果, ◯日歯医教会誌, 2020; 36: 27-34.
5) Sekino S, Takahashi R, Numabe Y, Okamoto H: Current status of periodontal
disease in adults in Takahagi, Japan: a cross-sectional study, ☆◎◇BMC
Oral Healty, 2020; 20.6: 1-9, doi: 10.1186/s12903-020-1046-
4,https://bmcoralhealth.biomedcentral.com/articles/10.1186/s12903-020-
1046-4(参照2020年2月19日）.
6) *Sekino S, Ogawa T, Murakashi E, Ito H, Numabe Y: Clinical and
microbiological effect of frequent subgingival air polishing on
periodontal conditions: a split‑mouth randomized controlled trial, ☆◎






講座112　見える歯内療法.日歯医師会誌, 2019; 72（9）: 41-50.
3) 五十嵐　勝: 教職員の意識改革.歯学, 2019; 107: 3.
D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要
1) 沼部幸博: 皆さんの目標.ミルヒツァーン 2019.
2) 佐藤昌美, 沼部幸博: ペリオに挑戦！！！最終回,　④ベテラン編、侵襲性歯周炎
患者さんへの歯周基本治療について.デンタルハイジーン.
3) 沼部幸博: 成長し続ける歯科医師となるために.日本歯科大学生命歯学部大学案内.
























































ラムおよび抄録, 2019; 61: 135.
http://www.perio.jp/meeting/file/meet_62_sp/P117.pdf
（参照2020年4月28日）.
10) Wu Y-H, Taya Y, Kuraji R, Ito H, Soeno Y, Numabe Y. Dynamic alteration of
periodontal in ligature-induced experimental periodontitis in rats




再生療法を適応した1症例. 日本歯周病学会会誌第61巻（春季特別号）, 2019; 61:
148.
12) Nishida T, Sekiya M, Maeda M, Igarashi M. Guided access opening for
mandibular incisor with multiple canals. , 2019;
https://www.eventscribe.com/2019/AAE19/fsPopup.asp?efp=QU5MTUtMU1Q2Mzk3&Pr
esentationID=529436&rnd=0.1369609&mode=presinfo （参照2020年4月13日）.
13) Nishida T, Ishida Y, Sekiya M, Maeda M, Igarashi M. Consideration of
Access cavity preparation for Mandibular Incisor with multi-canals by
Using Guides. 令和元年度 日本歯科大学歯学会大会・総会 プログラム・抄録集,
2019; 35.
14) 関谷美貴，前田宗宏，五十嵐　勝. 各種レシプロックを用いた湾曲根管形成の切削






抄録集）, 2019; 59: 64. http://omfr60.umin.jp/img/program.pdf（参照2020年4
月13日）.
17) 立花利公，五十嵐(武内)寛子，沼部幸博. ヒト歯肉線維芽細胞はニコチンを取り込






















































例. 第2回日本心身医学関連学会合同集会プログラム, 2019; 336.
32) 関野　愉，沼部幸博. 高萩市における症例定義に基づく歯周病の罹患状況. 日本歯















37) Igarashi-Takeuchi H, Kubota S, Tachibana T, Numabe Y. Matrix remodeling
response of human periodontal tissue towards fibrosis upon nicotine
exposure. Journal of the Taiwan Academy of Periodontology, 2019; S36.
38) Tachibana T, Igarashi-Takeuchi H, Numabe Y. Effect of smoking inflammatory
response to smoking cessation on human gingival fibroblast and




39) Kuraji R, Wu Y-H, Hashimoto S, Miyashita Y, Mishiro S, Ito H, Kamarajan P,
Kapila Y, Numabe Y. Dynamic and temporal changes in calcium-metabolism




1) 沼部幸博: 歯科用レーザーの効果を考える -そこで何が起きているのか, 第31回日
本レーザー歯学会総会･学術大会, 認定講習会, 枚方市 (2019年10月5日).
2) 五十嵐　勝: 臨床研究法の概要と対応, OJミッドウインターミーティング2020, 教
育講演, 東京 (2020年2月11日).
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 沼部幸博: 命をねらう歯周病 -歯周病と全身疾患との関わり。全身の健康は口の中
から-, 千葉県日本歯科大学校友会学術講演会, 千葉市　 (2019年6月30日)．
2) 五十嵐　勝: マイクロスコープ診療の実際, 令和元年度日本歯科大学校友会ポスト
グラデュエート・コースA「マイクロスコープ　アドバンスドコース―根管口明示
から破折ファイル除去まで―」, 東京 (2019年7月7日)．
3) 五十嵐　勝: マイクロスコープを用いたう蝕除去, 令和元年度日本歯科大学校友会
ポストグラデュエート・コースA「マイクロスコープ　アドバンスドコース―根管
口明示から破折ファイル除去まで―」, 東京 (2019年7月7日)．








6) 五十嵐　勝: 破折ファイルの除去, 令和元年度日本歯科大学校友会ポストグラデュ
エート・コースA「マイクロスコープ　アドバンスドコース―根管口明示から破折
ファイル除去まで―」, 東京 (2019年7月7日)．





式）, 日本歯科大学　研究プロジェクト報告会, 東京 (2019年7月10日)．
9) 五十嵐　勝: スタンダードな根管治療と新技術の導入, CDRI（Crinical Dentistry
Research Institute） 例会, 東京 (2019年7月12日)．
10) 五十嵐　勝: 手術用顕微鏡とNi-Ti ロータリーファイルを使用した精密歯内療法,
広島大学第3学年歯内療法学講義, 広島市 (2019年7月17日)．
11) 五十嵐　勝: ワークショップとは, 日本歯科大学教育ワークショップ, 東京 (2019
年7月23日)．
12) 沼部幸博: 歯周病検診マニュアル2015の活用 -変更点とその目的　健診に活かすた
めに, 東京都府中市歯科医師会学術講演会, 東京 (2019年8月23日)．
13) 沼部幸博: 日本歯科大学の特色と入試,　生命歯学部について, メルリックス学院
日本歯科大学入試説明会, 東京 (2019年8月31日)．
14) 沼部幸博: GTR, エムドゲイン, そしてリグロス〜歯周組織再生療法の効果的使用
法〜, 東京都歯科医師会卒後研修会, 東京 (2019年9月1日)．





17) 安藤文人: スタッフ教育プログラム構築のポイント, 第78回日本矯正歯科学会学術
大会, 長崎市 (2019年11月21日)．
18) 五十嵐　勝: どう対応する根管治療難治症例, 群馬県日本歯科大学校友会学術講演
会, 高崎市 (2020年1月26日)．





日本歯科大学生命歯学部, 一世印刷, 東京, 2019, 監修：勝海一郎.
